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前田 高行 

 

MENA(中東・北アフリカ)諸国と世界の主要国のソブリン格付け(２０１５年１月現在) 

 

本稿は世界的な格付け会社 Standard & Poor 社（S&P）が行っている各国の国債信用格付け、い

わゆるソブリン格付けについて中東北アフリカ諸国及び世界の主要国の最新状況をまとめたもので

ある。 

 

なお中東北アフリカ諸国は英語の Middle East & North Africa の頭文字をとって MENA と呼ばれ

ているが、ソブリン格付けはMENAのすべての国に対して付与されている訳ではなく、また格付けが

中断或いは再開されることもしばしばである。因みに本年 1 

月現在、S&P 社の MENA 格付け対象国はバハレーン、エジプト、イスラエル、ヨルダン、クウェイト、

レバノン、モロッコ、オマーン、カタール、サウジアラビア、 トルコ及び UAE（但しアブ・ダビ１）の１２カ

国である。 

 

世界的な格付け会社としては S&P社の他にMoody’s及び Fitch Ratingsがあり、３社のホームペ

ージで各国の格付けを知ることができる。 

Standard & Poors: http://www.standardandpoors.com/home/en/ap  

Moody’s: http://www.moodys.co.jp/pages/default.aspx  

Fitch Rating: http://www.fitchratings.com/web/en/dynamic/fitch-home.jsp 

 

(カタール、クウェイト、アブ・ダビの格付けは日本よりワンランク上！) 

MENA諸国とその他主要各国の格付け比較（末尾付表 1参照） 

MENA12カ国で最も高い格付けを得ているのはカタール、クウェイト及びアブ・ダビの 3カ国であり、

AAA、AA+に次いで 3 番目に高い AA に格付けされている。世界の国では英国、ドイツ、スイスなど

のヨーロッパ諸国が最高ランクの AAA に格付けされており、非ヨーロッパ諸国でもオーストラリア、

シンガポール、香港などは AAAである。そして AAAに次ぐ AA+には米国、オランダ等が格付けされ

ており、ベルギー、フランスが MENA 最高位のカタール、クウェイト、アブ・ダビと同じ AA である。 

MENA でこれら 3 カ国に次ぐのはサウジアラビア（AA-）であり、これは日本、中国、台湾と同格であ

る。 

 

なおフランスは前回 AA+であったが現在は AA に 1 ランク下がっている。また日本は前回のまま

据え置かれているが、他の格付け機関 Moody’s は昨年 12 月に AA3 から A1 に格下げしている。

Moody’sの A1は最上位から 5番目であり、S&Pでは A+に相当する。 
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またイスラエルは韓国と同格のA+、オマーンはスラエルに次ぐAであり、これらの国々に続くのが

バハレーン（BBB）及びモロッコ（BBB-）である。MENA 以外の BBB ランクの国にはタイ、メキシコが

BBB+（注、メキシコは前回から 1 ランクアップしている）、スペイン、フィリピンがバハレーンと同じ

BBBである、そしてモロッコと同じ BBB-にはイタリア（前回の BBBから 1ランク下落）のほかインド、

ロシア、ブラジル、南アフリカの BRICｓ諸国が並んでいる。 

 

S&P の格付け定義で BBB は「債務を履行する能力は適切であるが、事業環境や経済状況の悪

化によって債務履行能力が低下する可能性がより高い」とされ、AAA を頂点とする投資適格ランク

では最も低く、これ以上ランクが低下すると「投資不適格」とみなされる。 

 

 上記以外の MENA４カ国（トルコ、ヨルダン、レバノン及びエジプト）の格付けは投資不適格とされ

ている。そのうちトルコは BB+、ヨルダンは BB-であり、トルコはインドネシアと同格、またヨルダンは

ベトナムと同格である。残るレバノンとエジプトの格付けは B-である。格付け Bの定義は「事業環境、

財務状況、または経済状況が 悪化した場合には債務を履行する能力や意思が損なわれ易い」とさ

れている。 

 

 (S&P と Moody’sの格付け定義については末尾付表 2及び 3参照) 

  

以上 

 

本稿に関するコメント、ご意見をお聞かせください。 

 前田 高行 〒183-0027 東京都府中市本町 2-31-13-601 

   Tel/Fax; 042-360-1284, 携帯; 090-9157-3642 

   E-mail; maeda1@jcom.home.ne.jp 

 

                                                   
１ UAE７首長国のうちアブダビのほかラス・アル・ハイマ及びシャルジャ(共に A)が格付けされ

ている。 


